
▲せーの！よいしょ！

▲え！物干し竿と毛布で？

▲防災について真剣に話し合う

「
南
部
コ
ミ
セ
ン
地
区
自
主

防
災
組
織
連
絡
会
」
を
立
ち

上
げ
た
経
緯
は
？

　
本
荘
北
自
治
会
で
10
年
前

か
ら
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
５
年
前
に
、
各

自
治
会
合
同
で
の
訓
練
を
実

施
で
き
る
よ
う
連
絡
会
を
つ

く
ろ
う
と
、
危
機
管
理
グ
ル

ー
プ
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
南
部
コ
ミ
セ
ン
地
区
自
主

防
災
組
織
連
絡
会
」
を
立
ち

上
げ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
11
月
10
日
に
は
、
５
回

目
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

連
絡
会
の
活
動
内
容
は
？

　
連
絡
会
は
11
自
治
会
の
代

表
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
年

５
回
程
度
の
定
例
会
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、

簡
易
ト
イ
レ
、
リ
ヤ
カ
ー
の

組
み
立
て
や
毛
布
と
物
干
し

竿
を
活
用
し
た
即
席
担
架
の

作
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
自
治
会
で
防
災
訓
練
に
参

加
さ
れ
た
人
を
防
災
協
力
者

と
し
て
名
簿
登
録
し
、
防
災

訓
練
の
時
に
は
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
倉
庫
の
備
蓄

品
確
認
や
更
新
を
し
て
い
ま

す
。
訓
練
時
に
は
、
防
災
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
意
識
調
査

な
ど
も
行
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
や
苦
労
し

て
い
る
点
は
？

　
自
治
会
の
役
員
任
期
が
終

わ
る
と
、
参
加
し
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
参
加
者
を
い
か

に
増
や
す
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
訓
練
の
実
施
時
期
は
気
候

的
に
秋
が
い
い
の
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
と
重
な
っ

て
し
ま
い
、
日
程
調
整
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
今
一
番
危
険
と
感

じ
る
災
害
は
？

　
南
部
コ
ミ
セ
ン
区
は
海
に

面
し
た
地
区
で
海
抜
も
低
い

こ
と
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
よ
る
津
波
や
大
型
台
風

接
近
に
伴
う
高
潮
、
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
で

す
。

今
後
の
方
向
は
？

　
一
人
一
人
が
防
災
意
識
を

いきいきいきいきいきいき インタビュー

　今
回
は
、
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
防
災
訓
練
を
重
ね
る
「
南
部
コ
ミ
セ

ン
地
区
自
主
防
災
組
織
連
絡
会
」
の
皆
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

　ご
出
席
い
た
だ
い
た
の
は
、
連
絡
会
会
長
の
小
林
さ
ん
、
学
園
北
の
中
島
さ
ん
、
石
ヶ
池
の
中
島
さ
ん
、

本
荘
東
の
王
子
さ
ん
、
本
荘
西
の
四
間
さ
ん
、
南
部
コ
ミ
セ
ン
館
長
の
細
田
さ
ん
で
す
。

す
る
防
災
訓
練
！

す
る
防
災
訓
練
！

地
域
が
連
携

地
域
が
連
携

強
く
持
ち
、
防
災
器
具
の
組

み
立
て
や
操
作
方
法
に
つ
い

て
学
ん
で
ほ
し
い
。
い
ざ
と

い
う
時
に
操
作
で
き
る
人
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
の
居
住
状
況
を

把
握
し
、
協
力
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
意
見

・
町
全
体
の
総
合
防
災
訓
練

が
必
要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
行
っ

て
ほ
し
い
。

・
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
ほ
し
い
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
お
忙
し

い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
も
、
今
回
の
お
話
を
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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高
砂
市
に
委
託
し
て
い
る

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
事

業
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
10

月
９
日
に
東
播
臨
海
広
域
ご

み
処
理
連
絡
会
議
が
開
催
さ

れ
、
二
市
二
町
の
市
長
、
町

長
出
席
の
も
と
広
域
ご
み
処

理
施
設
の
報
告
・
協
議
が
行

わ
れ
た
。

　

平
成
30
年
度
広
域
ご
み
処

理
事
業
と
し
て
、
前
年
度
に

引
き
続
き
既
存
施
設
の
解
体

工
事
を
実
施
し
、
新
施
設
の

杭
打
設
工
事
に
着
手
し
、
平

成
34
年
度
の
稼
働
に
向
け
て

建
設
工
事
を
推
進
し
て
い
く
。

　

平
成
30
年
10
月
19
日
に
は
、

新
施
設
建
設
に
向
け
て
安
全

祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
現
況

厚

生

教

育

厚

生

教

育

■
10
月
29
日
開
催

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

ご
み
処
理
施
設
周
辺
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
東

播
臨
海
連
絡
会
議
で
決
定
し

実
施
す
る
の
か
。

答　

連
絡
会
議
に
お
い
て
、

二
市
二
町
の
首
長
の
合
意
に

よ
り
、
決
定
す
る
。

農
業
共
済
事
業
の

１
県
１
組
合
化

　

平
成
32
年
４
月
を
目
標
に
、

県
内
で
共
済
事
業
を
実
施
し

て
い
る
17
の
市
町
と
、
東
播

磨
農
業
共
済
事
務
組
合
を
含

む
９
つ
の
組
合
の
計
26
の
公

営
団
体
を
１
つ
の
組
合
組
織

に
統
合
し
、
県
全
域
を
事
業

区
域
と
す
る
。

　

統
合
に
よ
り
、
適
切
な
掛

金
率
の
維
持
や
、
公
平
な
補

償
を
提
供
で
き
、
大
災
害
な

ど
で
も
安
定
的
な
事
業
運
営

が
確
保
で
き
る
。

■
10
月
29
日
開
催
（
協
議
会
）

播
磨
ふ
れ
あ
い
の
家

　

現
在
の
指
定
管
理
者
の
管

理
期
間
が
、
平
成
31
年
度
末

に
満
了
す
る
。
当
該
施
設
の

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
新
た
な
指
定
管

理
者
を
募
集
せ
ず
に
平
成
31

年
度
末
を
も
っ
て
運
営
を
終

了
す
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

平
成
６
年
の
開
館
当
時
か

ら
比
べ
る
と
、
旅
行
形
態
の

多
様
化
・
社
会
情
勢
な
ど
の

変
化
に
よ
り
、
公
費
を
投
入

し
て
ま
で
宿
泊
施
設
を
運
営

す
る
必
要
性
が
低
下
し
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
改
修
工
事
が
必
要
と

な
り
、
今
後
の
管
理
コ
ス
ト

が
上
昇
す
る
。

　

平
成
31
年
度
中
の
議
会
に
、

播
磨
ふ
れ
あ
い
の
家
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
案
を
上
程
す

る
予
定
で
あ
る
。

■
11
月
19
日
開
催

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

用
地
に
つ
い
て
は
借
地

で
あ
る
が
、
返
還
す
る
と
き

に
原
状
回
復
を
行
う
の
か
。

そ
れ
と
も
取
り
壊
さ
ず
に
無

償
譲
渡
で
引
き
渡
す
方
法
も

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。　

答　

こ
の
用
地
に
つ
い
て
は
、

播
磨
ふ
れ
あ
い
の
家
の
用
地

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
契

約
書
に
記
載
し
て
お
り
、
更

地
に
し
て
土
地
の
所
有
者
に

返
還
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

　

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

に
つ
い
て
、
課
題
の
抽
出
や

問
題
提
起
を
行
い
、
学
校
給

食
費
の
透
明
性
向
上
や
教
職

員
の
職
務
の
適
正
化
を
目
指

し
、
厚
生
教
育
常
任
委
員
会

と
し
て
、
今
年
度
中
に
学
校

給
食
費
の
公
会
計
化
に
関
す

る
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
。

播
磨
町
奨
学
金
条
例
の
廃
止

　

播
磨
町
奨
学
金
条
例
は
、

教
育
基
本
法
の
趣
旨
に
従
い
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
方
に
対
し
修
学
資
金

の
一
部
を
貸
し
付
け
、
修
学

の
便
宜
を
与
え
、
社
会
に
貢

献
す
る
有
為
な
人
材
を
育
成

す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
・
県

の
支
援
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
回
平
成
31
年
度

末
を
も
っ
て
同
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
案
を
12
月
定
例
会

に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

奨
学
金
制
度
に
代
わ
る
制

度
と
し
て
町
独
自
の
利
子
補

給
制
度
を
検
討
し
て
お
り
、

こ
の
制
度
の
開
始
を
平
成
32

年
度
に
予
定
し
て
い
る
。

■
11
月
19
日
開
催
（
協
議
会
）

▲町民に利用されてきた播磨ふれあいの家

■
委
員
会
調
査


